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１ まえがき  

本報告は版築工法による建造物の壁面から

ブロックサンプリングの後コア抜きにより採

取した供試体に対して強度および密度を試験

した結果について述べたものである。版築に

よる建造物は平成20年12月に竣工し、平成22

年4月に解体したものである。計画・施工およ

び竣工してから解体までの間、環境温度測定、

暴露試験などを実施したがこのことについて

は別途報告してある1）～2）。 

 

２ 実験方法および測定方法 

2.1 供試体採集 

Fig.1に版築建造物の平面図を示した。また

ブロックサンプリングの位置をFig.2に示し

た。東面、西面、北面の壁から1面、南面から

4面、計７体を採取した。ブロック一個の大き

さは約縦200×横500×壁厚さ300（mm）とした。

コア抜きは市販のコア抜き機を使用し、この

ブロックに対して、壁の外側から内側方向お

よび上部から下方向に向けて直径（φ）75mm

×高さ150mmのコアを抜いた。Table.1にコア

抜きにより採取した供試体を記号で示した。

供試体は総計58個であった。Table.1に示す供

試体の1番目（先頭）の番号はFig.2に示す壁

のブロック番号と一致する。すなわちブロッ

ク番号、コア抜き位置の番号およびコア抜き

供試体の上部および下部位置の番号を示して

いる。 

2.2 養生方法 

養生方法は水中養生又は空気養生とした。

いずれの供試体共に、室温20℃、相対湿度60％

の恒温恒湿の実験室で養生した。養生期間は

28日とした。 

2.3 強度、密度試験 

強度は一軸圧縮強度とし、アムスラー10ｔ

万能試験機を使った。密度試験はノギスによ

り養生時と、圧縮試験時の2回実施した。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Strength and Density of Test Piece Core-Sampled from HANCHIKU-Building  
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Fig. 2 ブロックサンプリング位置 

Fig.1 平面図 
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４ 実験結果 

Table1に供試体、採集方向、養生前と強度試

験時の密度、一軸圧縮強度、最大強さ時のひ

ずみおよび弾性係数の一覧を示した。また、

                   
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3 は建造前の予備実験における消石灰量

と一軸圧縮強度との関係を示した。 

 Table1より、ブロックサンプリングの位置

による差異は強度・密度で北側＜東側＜南側

＜西側の順に、また、壁の上部から下部側に

なるほど大きくなった。採集方向による違い

は圧縮強度、密度共に差異は見られなかった。

養生の違いでは、密度は養生前と後では空気

中養生は0.3～12.1（％）（平均4.2％）減少

し、水中養生では12.7～29.7（％）（平均

20.4％）増大した。圧縮強度は空気中養生が

13.9（kg/cm2）水中養生は11.3（kg/cm2）、最

大強度を示すひずみは3.1（％）に対し2.6（％）

弾性定数では79.1に対し77.5（kg/cm2）とな

り、空気中養生が水中養生に比し1.02～1.2

倍程度大きかった。なお、これ等の値は一般

の締固めによる強度、土の圧縮破壊時のひず

みおよび弾性定数とほぼ同一の値である。 

 Fig.3は建造前の予備実験における消石灰

量と一軸圧縮強度との関係であるが、この図

中に、建造中採取した混合土の強度を材齢ご

とに示した。この図とTable 1に示した強度と

を比較するとおおよそ材齢7日強度程度の圧

縮強度を示していることが分かった。 

 

５ まとめ 

版築工法による建造物から採取したコア抜

き供試体の強度、密度について試験した。そ

の結果、採取位置、採集方向は影響しないが、

養生方法は強度、密度、最大強度を示すひず

み、弾性定数に影響することが分かった。 
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Table 1 結果一覧 

Fig.3 消石灰量と一軸圧縮強度との関係 
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供試体番号の1番目数字：版築壁面位置、2番目数字：コア抜き位置、
3番目数字：1 は深さ方向の上部、2 は下部の位置
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＊2 外→内：外壁側から内壁方向に採取、上→下：壁を上から下方向に採取
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